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ここがききたい！ 一般質問

　

市
で
は
24
年
度
に
、
工

場
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
水
を

対
象
に
小
規
模
な
水
力
発
電

「
小
水
力
発
電
」
の
導
入
可

能
性
を
探
る
た
め
の
調
査
を

実
施
し
た
が
、
こ
の
調
査
か

ら
分
か
っ
た
課
題
と
そ
の
解

決
方
法
の
検
討
結
果
や
、
導

入
の
可
能
性
、
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
聞
く
。

　

調
査
で
は
、
産
業
部
門

で
の
普
及
を
目
的
に
工
場
や

商
業
施
設
で
の
実
地
調
査
や

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
導
入
に
適
し
た

箇
所
や
採
算
性
の
合
う
シ
ス

テ
ム
と
の
組
み
合
わ
せ
、
導

入
の
阻
害
要
因
な
ど
に
つ
い

て
調
査
・
分
析
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
施

設
内
の
複
数
の
地
点
に
お
い

て
導
入
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
分
か
っ
た
が
、
事
業
者

に
お
い
て
は
導
入
に
つ
い
て

基
礎
的
な
情
報
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

な
り
、
適
切
な
情
報
の
発
信

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

　

今
後
は
、
導
入
に
適
し
た

箇
所
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
導
入

を
検
討
す
る
上
で
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
情
報
を
取
り
ま
と
め
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
商
工
会
議
所
や
工

業
団
地
組
合
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
市
内
事
業
所
に

積
極
的
に
小
冊
子
な
ど
で
周

知
啓
発
を
行
い
、
工
場
な
ど

に
お
け
る
小
水
力
発
電
の
導

入
促
進

を
図
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
26
年
度
当
初
予
算
規
模
の
考
え

方 

②
各
種
基
金
の
活
用 

③
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行 

④
入
札
不
調
に

よ
る
今
後
の
対
応
策 

⑤
公
共
施
設

の
長
寿
命
化 

⑥
公
共
施
設
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

⑦
備
蓄
避
難
所 

⑧
宮
っ

子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
見
直
し

保坂 　寿
（統　一）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
電
拡
大
を

問答

　

松
田
新
田
浄
水
場
の
放

射
性
物
質
を
含
む
２
，
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
以
下
の
浄
水
発
生

土
に
つ
い
て
、
今
年
３
月
か

ら
処
分
先
が
決
ま
り
搬
出
し

て
い
る
と
の
報
告
を
、
６
月

に
受
け
た
が
、
搬
出
先
で
は

ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
搬
出
に
あ
た
り
隣

接
す
る
学
校
や
、
関
連
す
る

自
治
会
に
事
前
の
連
絡
が
な

か
っ
た
が
、
地
域
住
民
に
対

す
る
報
告
の
対
応
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

松
田
新
田
浄
水
場
の
、

２
，
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
浄
水
発
生
土
に
つ
い
て

は
、
管
理
型
の
最
終
処
分
場

に
搬
出
し
て
お
り
、
処
分
場

で
は
法
に
基
づ
き
周
辺
へ
の

環
境
汚
染
防
止
の
た
め
、
敷

地
境
界
に
お
け
る
空
間
線
量

を
毎
日
、
排
水
の
放
射
性
物

質
濃
度
を
毎
月
測
定
す
る
な

ど
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

る
。

　

搬
出
に
あ
た
っ
て
は
、
６

月
末
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

浄
水
場
周
辺
の
小
学
校
や
自

治
会
長
に
搬
出
を
開
始
し
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
今
回
は
、
地
域
住
民
に

す
ぐ
報
告
す
べ
き
と
こ
ろ
、

報
告
が
遅
れ
た
。
今
後
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う

十
分
注
意
す
る
。

　

ま
た
、
車
両
で
の
搬
出
に

あ
た
っ
て
は
浄
水
発
生
土
を

防
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、
飛
散

防
止
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

通
学
路
や
通
学
時
間
帯
を
避

け
て
通
行
す
る
な
ど
安
全
確

保
を
徹
底
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り(

透
水

性
・
排
水
性
舗
装
と
す
る
こ
と
、

調
整
池
の
整
備
、
土
砂
災
害
ほ
か
）

②
市
道
整
備(

歩
車
道
間
の
段
差
、

未
完
成
道
路
整
備
ほ
か
）
③
す
ぐ

や
る
課
の
新
設 
④
入
札
制
度(

地

域
要
件
の
考
慮
ほ
か
）
⑤
教
育(

自

立
心
と
協
調
性
を
持
っ
た
た
く
ま

し
い
子
ど
も
の
育
成
ほ
か
）

久保井 永三
（未　来）

浄
水
発
生
土
の
管
理

適
切
に
せ
よ

　

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
「
み
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

就
労
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
始

め
と
し
た
市
の
就
労
支
援
事

業
の
概
要
と
実
績
は
。

　

②
「
貧
困
の
連
鎖
」
の
防

止
を
目
指
し
、
生
活
保
護
世

帯
の
子
ど
も
達
へ
の
高
校
進

学
に
向
け
た
学
習
支
援
に
早

急
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　

①
現
在
、
生
活
保
護
受

給
者
へ
の
就
労
支
援
策
と
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連

携
に
よ
る
一
体
的
支
援
や
民

間
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
る

支
援
な
ど
４
種
の
就
労
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お

り
、
25
年
度
は
10
月
末
現
在

で
365
人
を
支
援
し
、
就
労
開

始
が
169
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
７
月
に
設
置
し
た

「
み
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
労

支
援
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
生

活
保
護
の
相
談
者
な
ど
へ
の

早
期
支
援
に
努
め
て
お
り
、

７
月
か
ら
10
月
の
４
カ
月
間

で
、
109
人
を
支
援
し
、
61

人
が
就
労
に
至
っ
た
。

　

②
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

子
ど
も
達
が
確
か
な
学
力
と

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
、
将
来
自
立
す
る
た
め
に

必
要
で
あ
り
「
貧
困
の
連
鎖
」

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

他
都
市
に
お
け
る
取
り
組

み
を
参
考
に

し
な
が
ら
、

早
期
実
現
に

向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上 

②
高

齢
者
社
会
参
画
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度 

③
食
品
安
全
性
の
取

り
組
み 

④
児
童
虐
待
防
止
対
策
の

強
化 

⑤
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
者
支
援

⑥
空
き
家
等
に
関
す
る
条
例 

⑦
い

じ
め
防
止
対
策 

⑧
理
科
実
験
学
習

の
推
進 

⑨
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

整
備
に
伴
う
環
境
整
備

髙橋 美幸
（公明党）

生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
充
実
を

問

問

答

答

▲調査結果報告書と小冊子

▲みやハローワーク就労支援
コーナーでの相談の様子
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